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第28回シ

リー
ズ

　
東
平
井
子
供
会
は
、
幼
稚

園
児
か
ら
小
学
校
六
年
生
ま

で
を
対
象
と
し
、
現
在
三
世

帯
五
名
で
、
少
な
い
人
数
で

は
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で

和
気
あ
い
あ
い
と
仲
良
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
春
に
は
、
歓
送
迎
会
を
兼

ね
た
総
会
で
、
福
山
に
バ
イ

キ
ン
グ
を
食
べ
に
行
き
、
親

睦
を
図
り
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
は
、
里
庄
ハ
イ

ツ
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に
ラ

ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　
冬
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
行
い
、
今
回
は
モ
ダ
ン
し

め
縄
を
作
り
ま
し
た
。「
ど
ん

な
色
が
良
い
か
な
？
」「
飾
り

付
け
は
ど
う
す
る
？
」
な
ど

と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
友
達
と
相

談
し
て
、
個
性
豊
か
な
し
め

縄
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
お
菓
子
や
飲
み
物

で
会
話
も
弾
み
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、分
館
の
サ
ロ
ン「
笑

楽
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
誘
っ

て
い
た
だ
き
、
五
月
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
七
月
の
そ

う
め
ん
流
し
、
九
月
の
ミ
ニ

花
火
大
会
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

に
参
加
し
、
地
域
の
皆
様
と

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
高
学

年
の
小
学
生
が
い
な
い
た
め
、

毎
日
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や

子
ど
も
一
一
〇
番
の
設
置
な

ど
、
子
ど
も
達
の
安
全
に
気

を
配
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
資
源
回
収
や
募
金
な
ど

に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
活
動
を

通
し
て
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

子
ど
も
達
の
成
長
を
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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　明けましておめでとうござ
います。
　近年町内でも猪の被害が
増えていますが、猪は無病
息災の象徴とも言われます。
　今年一年みなさまにとって
幸多い一年になるよう心より
お祈りいたします。（

16）
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平
成
30
年
第
６
回
定
例
会
は
、
12
月
３
日
か
ら
７
日
ま
で
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
案
は
平
成
30
年
度
の
補

正
予
算
７
件
、
条
例
の
制
定
１
件
、
廃
止
１
件
、
一
部
改
正
１
件
、
人
事
案
件
２
件
、
事
務
組
合
の
解
散
１
件
、
解

散
に
伴
う
財
産
処
分
１
件
、
請
願
１
件
、
陳
情
１
件
、
発
議
１
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

定例
　会
定例
　会
定例
　会

12月定
例
会 補正予算７議案は
　　　　　 すべて　全会一致で認定
補正予算７議案は
　　　　　 すべて　全会一致で認定

里庄町議会だより　No.95

にっこり新成人

成人式 恩師と談笑

　
サ
ー
ビ
ス
の
増
加
、
対
象

者
の
増
加
に
伴
な
っ
た
も
の

で
す
。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　 

　
　１
６
５
２
万
円

　
未
就
学
児
の
対
象
者
が
、

５
名
増
加
の
、
26
名
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

障
が
い
児
通
所

サ
ー
ビ
ス

　 

　
　
５
０
０
万
円

　
７
月
豪
雨
に
伴
い
、
被
災

者
宅
か
ら
発
生
し
た
、
廃
棄

物
を
処
理
す
る
た
め
の
費
用

補
助
で
す
。

災
害
等
廃
棄
物
処
理

費
用

　 

　
　
１
６
２
万
円
　
全
小
・
中
学
校
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
点
検
に
基
づ
き
、
不
良

個
所
の
補
強
を
行
う
も
の
で
、

財
源
は
、
町
債
を
充
て
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
耐
震
補
強

　 

　
　
１
４
０
万
円

　
古
井
地
区
の
奥
迫
池
の
補

修
工
事
分
で
、
年
度
内
の
補

修
完
了
が
見
込
め
な
い
の
で

繰
越
と
な
り
ま
し
た
。

奥
迫
池
は
繰
越
し

　 

　
１
３
０
０
万
円

　
設
置
申
請
者
の
増
加
に
伴

う
も
の
で
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
助
成

　 

　
　
２
９
０
万
円

　
平
成
30
年
12
月
５
日
の
本

会
議
で
予
算
決
算
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
平
成
30
年
度
補

正
予
算
７
議
案
は
、
同
日
、

委
員
会
を
開
催
し
て
関
係
当

局
の
説
明
を
求
め
慎
重
に
審

査
し
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
補
正
予
算
は
、

す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
可

決
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
決
算
委
員
会

12月補正の結果
会 計 名 補正後の金額　　（補正額）

（2370万円）
（△17万円）
（△59万円）
（△347万円）
（27万円）

　
（3万円）
（36万円）

　　
（2万円）
（2万円）
（6万円）
（6万円）

45億1491万円
13億3575万円
10億4248万円
1億6077万円

476万円
　

2億6001万円
1億2596万円

　
3億5599万円
3億2176万円
3億6521万円
5億2227万円

一 般 会 計
国民健康保険特別
介 護 保 険 特 別
後期高齢者医療特別
町営墓地特別会計
水道事業会計

収益的支出
資本的支出

公共下水道事業会計
収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

主
な
事
業
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質
　
疑

12定例会

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
２
人
、
条
例
制
定
に
つ
い
て
１
人
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

総 

括 

質 

疑

　
　
　
　
　
　
❶
農
林
水
産

施
設
災
害
復
旧
費
１
３
０
０

万
円
の
繰
り
越
し
の
内
訳
と

理
由
は
。

❷
来
年
の
雨
の
時
期
ま
で
に

は
や
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、

奧
迫
池
の
工
事
完
了
見
込
み

は
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
奧
迫
池

の
復
旧
事
業
が
国
庫
補
助
対

象
と
な
り
、
災
害
査
定
が
10

月
に
な
っ
た
こ
と
で
、
翌
年

度
に
ま
た
が
る
工
期
と
な
っ

た
１
件
分
の
金
額
。

❷
町
と
し
て
は
、
年
度
内
に

と
思
っ
て
い
る
が
、
４
月
か

５
月
ぐ
ら
い
の
検
査
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

繰
り
越
し
の
理
由
は

質
　擬
質
　擬
質
　擬

仁
科
英
議
員

一
般
会
計
補
正
予
算

町
工
場
立
地
法
準
則
条
例
の
制
定

農
林
建
設
課
長

　
　
　
　
　
❶
災
害
等
の
予

算
で
、
財
政
調
整
基
金
５
４

０
万
円
繰
り
入
れ
に
な
り
、

開
発
基
金
の
積
み
立
て
７
６

０
万
円
が
減
額
。
こ
の
説
明

を
。

❷
介
護
給
付
、
訓
練
等
給
付

費
が
１
５
０
０
万
円
増
え
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
❶
災
害
復
旧
の

た
め
に
開
発
基
金
の
積
立
金

を
７
６
０
万
６
０
０
０
円
減

額
し
、
か
つ
財
政
調
整
基
金

か
ら
５
４
１
万
７
０
０
０
円

繰
り
入
れ
、
財
源
を
確
保
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
障
が
い

者
の
状
態
が
変
わ
り
、
障
害

区
分
が
変
更
し
、
利
用
日
数

が
増
加
し
た
。

　
ま
た
介
護
者
や
居
住
等
の

変
化
に
よ
り
施
設
系
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
数
も
増
加
し
た

こ
と
が
要
因
。

　
サ
ー
ビ
ス
自
体
の
変
更
は

な
い
。

訓
練
等
給
付
費
が
増
え
た
理
由
は

総
務
課
長

健
康
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
❶
こ
の
制
度
の

経
緯
を
尋
ね
る
。

❷
制
度
が
60
年
間
続
き
、
町

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

❸
町
に
は
対
象
工
場
が
い
く

つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
う

い
う
率
に
な
の
か
。

❹
提
案
理
由
で
、
増
築
を
伴

わ
な
い
改
築
や
設
備
の
更
新
、

製
造
設
備
の
更
新
、
耐
震
化

を
促
進
す
る
と
あ
る
が
、
ど

う
い
う
意
味
な
の
か
。

❺
条
例
案
の
４
条
は
、
ど
う

い
う
意
味
か
。

❻
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、

企
業
５
社
の
み
で
、
町
民
か

ら
の
意
見
は
な
い
。
み
ん
な

に
理
解
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
と
言
え
る
の
か
。

❼
制
定
し
た
笠
岡
、
浅
口
、

井
原
市
の
地
域
準
則
条
例
の

内
容
は
。

❽
第
４
種
区
域
に
分
類
し
た

と
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
解

釈
を
た
ず
ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
国
の
法

整
備
の
経
緯
の
詳
細
は
説
明

で
き
な
い
。
特
定
工
場
に
対

す
る
規
制
は
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
枠
組
み
づ
く
り
が

町
民
か
ら
の
意
見
は
な
い

仁
科
英
議
員

髙
田
議
員

企
画
商
工
課
長

重
要
で
あ
る
と
い
う
視
点
に

立
っ
た
政
策
展
開
が
今
日
の

主
流
。

❷
環
境
悪
化
も
な
く
、
安
定

的
な
企
業
立
地
が
進
ん
で
き

た
と
考
え
る
。

❸
該
当
す
る
特
定
工
場
は
11

社
、
13
工
場
。
率
の
詳
細
の

答
弁
は
差
し
控
え
る
。

❹
昭
和
49
年
以
前
の
既
存
工

場
の
改
築
は
条
例
の
数
式
の

計
算
の
見
直
し
が
あ
る
。
ま

た
、
コ
ス
ト
の
か
か
る
耐
震

化
を
条
件
の
良
い
地
へ
の
移

転
を
防
止
し
、
町
内
で
促
進

す
る
効
果
が
あ
る
。

❺
緑
地
面
積
に
入
れ
る
こ
と

が
出
来
る
重
複
緑
地
の
上
限

を
25
％
か
ら
50
％
に
上
げ
た

説
明
。

❻
今
回
も
実
施
要
項
に
基
づ

い
て
適
正
に
行
っ
た
。
ま
た

正
当
な
周
知
も
行
え
た
と
認

識
し
て
い
る
。

❼
近
隣
市
の
条
例
を
詳
細
に

述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

都
市
計
画
法
上
の
未
線
引
き

区
域
で
用
途
区
分
の
な
い
区

域
は
里
庄
町
と
同
じ
扱
い
。

❽
本
町
は
、
全
域
が
都
市
計

画
法
に
お
け
る
非
線
引
き
地

域
で
用
途
指
定
の
な
い
区
域
。

そ
し
て
従
来
か
ら
住
民
生
活

と
製
造
業
等
の
調
和
が
図
ら

れ
た
経
緯
を
踏
ま
え
４
種
地

域
と
判
断
。

　
　
　
　
❽
全
て
の
企
業
が

下
限
の
５
％
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
な
い
。
ま

た
、
近
隣
住
民
へ
の
環
境
的

配
慮
も
し
っ
か
り
し
て
も
ら

え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
し
、

指
導
も
す
る
。

町

　長

仁科英麿議員
　第４条の書き方が十分でなく疑問があ
る。
　パブリックコメントは形式ばかりで町民
の意思を正しく反映してるとは言えない。
　今直ちにこの条例案の全町一律に５％と
いう結論を出すのは性急すぎる。専門家も
交え、企業関係者、行政、住民で情報交換
と意見交換をし、もっと時間をかけて議論
を重ねて結論を出したらいい。

ここが反対！

性急すぎる
眞野博文議員

　環境負荷を軽減した機械等の開発、導入
が進み、企業の環境や社会的責任の考え
方も成熟している。
　企業立地法以外で、良好な住環境を維持
するためのさまざまな制限があり、緩和に
よる無秩序な建設や操業はできない。
　環境も大規模な工業地帯がある都市部
とは異なる。
　制定を見送れば、企業誘致は不利。町内
企業の町外転出も心配しなければならない。

ここが賛成！

見送れば不利

町
条
例

制
定

　
町
工
場
立
地
法
準
則
条
例

　
工
場
敷
地
内
の
土
地
使
用

制
限
を
次
の
よ
う
に
緩
和
し

ま
す
。

　
既
存
工
場
の
増
改
築
や
設

備
更
新
、
耐
震
化
を
促
進
す

る
こ
と
で
町
外
移
転
を
防
止

す
る
と
と
も
に
新
規
の
工
場

誘
致
を
促
進
す
る
た
め
で
す
。

　
※
昭
和
49
年
６
月
28
日
以

前
の
既
存
工
場
は
、
別
途
規

定
が
あ
り
ま
す
。

一
部
改
正

里
庄
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
の

改
正
を
踏
ま
え
、
町
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

廃
止

農
業
共
済
条
例

　
県
内
の
農
業
共
済
組
合
等

が
、
４
月
１
日
か
ら
１
組
合

化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

「
井
笠
地
区
農
業
共
済
事
務

組
合
」
が
解
散
し
ま
す
。
そ

の
た
め
構
成
市
町
の
条
例
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

▼
繰
り
越
し
の
理
由
は

▼
訓
練
等
給
付
費
が
増
え
た
理
由

旧 新
緑 地 面 積 率

環境施設面積率

重複緑地参入率

20％

25％

25％
以内

５ ％

10％

50％
以内

みんなが主役（かすみ保育園）
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質
　
疑

12定例会

　
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
２
人
、
条
例
制
定
に
つ
い
て
１
人
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

総 

括 

質 

疑

　
　
　
　
　
　
❶
農
林
水
産

施
設
災
害
復
旧
費
１
３
０
０

万
円
の
繰
り
越
し
の
内
訳
と

理
由
は
。

❷
来
年
の
雨
の
時
期
ま
で
に

は
や
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、

奧
迫
池
の
工
事
完
了
見
込
み

は
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
奧
迫
池

の
復
旧
事
業
が
国
庫
補
助
対

象
と
な
り
、
災
害
査
定
が
10

月
に
な
っ
た
こ
と
で
、
翌
年

度
に
ま
た
が
る
工
期
と
な
っ

た
１
件
分
の
金
額
。

❷
町
と
し
て
は
、
年
度
内
に

と
思
っ
て
い
る
が
、
４
月
か

５
月
ぐ
ら
い
の
検
査
に
な
る

と
考
え
て
い
る
。

繰
り
越
し
の
理
由
は

質
　擬
質
　擬
質
　擬

仁
科
英
議
員

一
般
会
計
補
正
予
算

町
工
場
立
地
法
準
則
条
例
の
制
定

農
林
建
設
課
長

　
　
　
　
　
❶
災
害
等
の
予

算
で
、
財
政
調
整
基
金
５
４

０
万
円
繰
り
入
れ
に
な
り
、

開
発
基
金
の
積
み
立
て
７
６

０
万
円
が
減
額
。
こ
の
説
明

を
。

❷
介
護
給
付
、
訓
練
等
給
付

費
が
１
５
０
０
万
円
増
え
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
　
　
❶
災
害
復
旧
の

た
め
に
開
発
基
金
の
積
立
金

を
７
６
０
万
６
０
０
０
円
減

額
し
、
か
つ
財
政
調
整
基
金

か
ら
５
４
１
万
７
０
０
０
円

繰
り
入
れ
、
財
源
を
確
保
。

　
　
　
　
　
　
　
❷
障
が
い

者
の
状
態
が
変
わ
り
、
障
害

区
分
が
変
更
し
、
利
用
日
数

が
増
加
し
た
。

　
ま
た
介
護
者
や
居
住
等
の

変
化
に
よ
り
施
設
系
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
数
も
増
加
し
た

こ
と
が
要
因
。

　
サ
ー
ビ
ス
自
体
の
変
更
は

な
い
。

訓
練
等
給
付
費
が
増
え
た
理
由
は

総
務
課
長

健
康
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
❶
こ
の
制
度
の

経
緯
を
尋
ね
る
。

❷
制
度
が
60
年
間
続
き
、
町

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

❸
町
に
は
対
象
工
場
が
い
く

つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
ど
う

い
う
率
に
な
の
か
。

❹
提
案
理
由
で
、
増
築
を
伴

わ
な
い
改
築
や
設
備
の
更
新
、

製
造
設
備
の
更
新
、
耐
震
化

を
促
進
す
る
と
あ
る
が
、
ど

う
い
う
意
味
な
の
か
。

❺
条
例
案
の
４
条
は
、
ど
う

い
う
意
味
か
。

❻
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、

企
業
５
社
の
み
で
、
町
民
か

ら
の
意
見
は
な
い
。
み
ん
な

に
理
解
を
し
て
も
ら
っ
て
い

る
と
言
え
る
の
か
。

❼
制
定
し
た
笠
岡
、
浅
口
、

井
原
市
の
地
域
準
則
条
例
の

内
容
は
。

❽
第
４
種
区
域
に
分
類
し
た

と
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
解

釈
を
た
ず
ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　
❶
国
の
法

整
備
の
経
緯
の
詳
細
は
説
明

で
き
な
い
。
特
定
工
場
に
対

す
る
規
制
は
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
た
枠
組
み
づ
く
り
が

町
民
か
ら
の
意
見
は
な
い

仁
科
英
議
員

髙
田
議
員

企
画
商
工
課
長

重
要
で
あ
る
と
い
う
視
点
に

立
っ
た
政
策
展
開
が
今
日
の

主
流
。

❷
環
境
悪
化
も
な
く
、
安
定

的
な
企
業
立
地
が
進
ん
で
き

た
と
考
え
る
。

❸
該
当
す
る
特
定
工
場
は
11

社
、
13
工
場
。
率
の
詳
細
の

答
弁
は
差
し
控
え
る
。

❹
昭
和
49
年
以
前
の
既
存
工

場
の
改
築
は
条
例
の
数
式
の

計
算
の
見
直
し
が
あ
る
。
ま

た
、
コ
ス
ト
の
か
か
る
耐
震

化
を
条
件
の
良
い
地
へ
の
移

転
を
防
止
し
、
町
内
で
促
進

す
る
効
果
が
あ
る
。

❺
緑
地
面
積
に
入
れ
る
こ
と

が
出
来
る
重
複
緑
地
の
上
限

を
25
％
か
ら
50
％
に
上
げ
た

説
明
。

❻
今
回
も
実
施
要
項
に
基
づ

い
て
適
正
に
行
っ
た
。
ま
た

正
当
な
周
知
も
行
え
た
と
認

識
し
て
い
る
。

❼
近
隣
市
の
条
例
を
詳
細
に

述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

都
市
計
画
法
上
の
未
線
引
き

区
域
で
用
途
区
分
の
な
い
区

域
は
里
庄
町
と
同
じ
扱
い
。

❽
本
町
は
、
全
域
が
都
市
計

画
法
に
お
け
る
非
線
引
き
地

域
で
用
途
指
定
の
な
い
区
域
。

そ
し
て
従
来
か
ら
住
民
生
活

と
製
造
業
等
の
調
和
が
図
ら

れ
た
経
緯
を
踏
ま
え
４
種
地

域
と
判
断
。

　
　
　
　
❽
全
て
の
企
業
が

下
限
の
５
％
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
で
な
い
。
ま

た
、
近
隣
住
民
へ
の
環
境
的

配
慮
も
し
っ
か
り
し
て
も
ら

え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
し
、

指
導
も
す
る
。

町

　長

仁科英麿議員
　第４条の書き方が十分でなく疑問があ
る。
　パブリックコメントは形式ばかりで町民
の意思を正しく反映してるとは言えない。
　今直ちにこの条例案の全町一律に５％と
いう結論を出すのは性急すぎる。専門家も
交え、企業関係者、行政、住民で情報交換
と意見交換をし、もっと時間をかけて議論
を重ねて結論を出したらいい。

ここが反対！

性急すぎる
眞野博文議員

　環境負荷を軽減した機械等の開発、導入
が進み、企業の環境や社会的責任の考え
方も成熟している。
　企業立地法以外で、良好な住環境を維持
するためのさまざまな制限があり、緩和に
よる無秩序な建設や操業はできない。
　環境も大規模な工業地帯がある都市部
とは異なる。
　制定を見送れば、企業誘致は不利。町内
企業の町外転出も心配しなければならない。

ここが賛成！

見送れば不利

町
条
例

制
定

　
町
工
場
立
地
法
準
則
条
例

　
工
場
敷
地
内
の
土
地
使
用

制
限
を
次
の
よ
う
に
緩
和
し

ま
す
。

　
既
存
工
場
の
増
改
築
や
設

備
更
新
、
耐
震
化
を
促
進
す

る
こ
と
で
町
外
移
転
を
防
止

す
る
と
と
も
に
新
規
の
工
場

誘
致
を
促
進
す
る
た
め
で
す
。

　
※
昭
和
49
年
６
月
28
日
以

前
の
既
存
工
場
は
、
別
途
規

定
が
あ
り
ま
す
。

一
部
改
正

里
庄
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

　
人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
の

改
正
を
踏
ま
え
、
町
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
を
改
正

し
ま
し
た
。

廃
止

農
業
共
済
条
例

　
県
内
の
農
業
共
済
組
合
等

が
、
４
月
１
日
か
ら
１
組
合

化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

「
井
笠
地
区
農
業
共
済
事
務

組
合
」
が
解
散
し
ま
す
。
そ

の
た
め
構
成
市
町
の
条
例
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

▼
繰
り
越
し
の
理
由
は

▼
訓
練
等
給
付
費
が
増
え
た
理
由

旧 新
緑 地 面 積 率

環境施設面積率

重複緑地参入率

20％

25％

25％
以内

５ ％

10％

50％
以内

みんなが主役（かすみ保育園）
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賛
否
表

いただきま～す

人  

事

人
権
擁
護
委
員

里
庄
町
大
字
里
見

馬
塲

　辰
巳 
氏

里
庄
町
大
字
里
見

佐
藤
千
恵
子 

氏

注） 議長は採決に加わりません。（賛否が同数の場合を除く。）

賛否表
○…賛成　×…反対　退…退席　欠…欠席

小
野
光
三

岡
本
雅
道

髙
田
卓
司

眞
野
博
文

仁
科
英
麿

小
野
光
章

佐
藤
耕
三

仁
科
千
鶴
子

議決結果
岡
村
咲
津
紀議案名

議員名

議案第70号　里庄町工場立地法準則条例の制定 ○○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年度里庄町公共下水道事業会計補正予
算（第２号）議案第79号

12
月
定
例
会

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 継続審査○種子法廃止に伴い岡山県の取り組みが後退し
ないように岡山県条例の制定を求める要請書

陳情第 3号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○
障害者自立支援法による自立支援医療費助成
及び精神障害者を重度心身障害者医療費助成
制度の対象者に加えることを求める意見書案

発議第 3号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　択○
「障害者自立支援法による自立支援医療費助成
及び精神障害者を重度心身障害者医療費助成
制度の対象者に加えることを求める」意見書採
択を求める請願

請願第 1号

議案第71号　里庄町職員の給与に関する条例の一部改正 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第72号　農業共済条例の廃止 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第73号　平成３０年度里庄町一般会計補正予算（第5号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第74号 平成３０年度里庄町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
議案第75号　平成３０年度里庄町介護保険特別会計補正予算（第2号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第77号　平成３０年度里庄町営墓地特別会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第82号　人権擁護委員候補者の推薦 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

議案第83号　人権擁護委員候補者の推薦 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　意

議案第78号　平成３０年度里庄町水道事業会計補正予算（第２号） ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

議案第80号　井笠地区農業共済事務組合の解散 ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○井笠地区農業共済事務組合の解散に伴う財産処分議案第81号

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決○平成３０年度里庄町後期高齢者医療特別会計補
正予算(第３号)議案第76号

「障害者自立支援法による自立支援医療費助成及び精神障害者を
重度心身障害者医療費助成制度の対象者に加えることを求める請
願」は採択

請　願

陳　情

　付託された請願書は、12月３日の委員会において慎重に審査を行った結果、全会一致で採択すべ
きと決しました。

審査結果（建設福祉委員会）

　12月７日の本会議において、全会一致で採択し、国への意見書を可決しました。

本会議議決結果

　12月７日の本会議において、全会一致で継続審査すべきと決しました。

本会議議決結果

　精神障害者が、身体・知的障害者と同じよう

に地域で安心して暮らせるように、三障害の

格差をなくし、生活の安定のために制度の充

実に努めるよう要望する。

①障害者自立支援法による精神科医療費助

成の改善

　通院では1割負担、入院は3割負担。病気の

特性から社会復帰がかなわず、就職がままな

らず、収入が少ないので入院の3割負担は大

きな問題であり生活を圧迫している。
②精神障害者を重度心身障害者医療費助成
制度の対象者に加える。
　精神障害者が内科や外科などを受診した
医療費は、３割負担。身体・知的障害者は原則
１割負担であり、制度上の差があり負担であ
る。

　　2018年12月７日
　　　　　　　　　　　　　　里庄町議会

発  議

「種子法廃止に伴い岡山県の取り組みが後退しないように岡山
県条例の制定を求める要請書」は継続審査

　付託された請願書は、12月3日の委員会において慎重に審査を行った結果、民間企業がした時どう
なるか判断しかねる。県内の動向も参考にして検討したい。との意見があり、全会一致で継続審査すべ
きと決しました。

審査結果（建設福祉委員会）

国に意見書を提出

請

　願
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傍聴に来ませんか
本会議は一般に公開され、どなたでも傍聴で
きます。
自分の選んだ議員の活動や町の方針、考えを
知ることができる場です。

詳しくは、議会事務局までお問合せください。

里庄町
HP 会議録

閲覧・検索
町議会・選挙

里庄町
議会会議録

クリック

町議会

クリック

クリック

議会会議録は里庄町の
　　ホームページからご覧になれます。

http://www.gijiroku.net/town.satosho/
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年
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里
庄
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議
長

平
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敏
弘

後列左から　　小野光三　  仁科英麿 　 岡村咲津紀 　 仁科千鶴子　眞野博文 　佐藤耕三　 
前列左から　　岡本雅道　  髙田卓司 　 平野敏弘 　 小野光章 

　
平
成
31
年
の
新
し
い
年
が

明
け
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望

に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
よ
り
町
議
会

に
対
し
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
大
阪
府
北
部
地

震
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、

西
日
本
豪
雨
な
ど
全
国
で
自

然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
７
月
豪
雨
で
は
、
里
庄
町

で
も
被
害
を
受
け
、
今
も
そ

の
傷
跡
が
残
っ
て
お
り
、
一

日
も
早
い
復
旧
復
興
に
町
議

会
と
し
て
も
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
財
政
状
況

は
、
こ
こ
数
年
基
金
を
取
り

崩
す
厳
し
い
予
算
編
成
が
続

い
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た

厳
し
い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

み
ん
な
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

町
を
目
指
し
て
、
私
た
ち
町

議
会
議
員
一
同
は
、
真
に
必

要
な
も
の
、
必
要
で
な
い
も

の
を
見
極
め
な
が
ら
、
町
民

福
祉
の
向
上
は
も
と
よ
り
、

町
民
目
線
に
よ
る
適
正
な
行

財
政
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

行
政
と
の
十
分
な
議
論
を
尽

く
し
て
、
議
決
機
関
と
し
て

の
役
割
と
責
任
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
議
員
一
同
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
民
意
を
反
映

さ
せ
る
べ
く
、
な
お
一
層
の

努
力
を
重
ね
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

本
年
は
平
成
か
ら
新
し
い
年

号
に
変
わ
る
年
で
あ
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ

て
、
夢
と
希
望
に
満
ち
た
素

晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

　研修先の滋賀県大津市議会は、地方議
会としては初めて「業務継続計画」を策定
した議会です。この「業務継続計画」は、大
規模災害に備えて議会として、議員としての
行動基準を定めることにより、非常時にお
いても議会の機能維持を図ることを目的と
しています。
　研修では、計画策定の経緯や実際に発
動してどうだったかなどの説明があり、個々
の質疑に丁寧に答えてもらいました。

常任委員会

研修・視察研修・視察

1月15日、総務文教委員会と建設福祉委員会と合同で、視察研修を行いました。

〈滋賀県大津市議会〉

　大津市議会は、このほかにも「議会基本条例」
や「がん対策基本条例」などを制定するなど、政
策立案機能の強化にも力を入れています。また、
大学と「パートナーシップ協定」を結んだり、議会
のICT化に取り組むなどしていて、とても刺激的な
研修となりました。
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12月定例会

町
政
を
問
う

5人の議員が登壇して質問！

① 会計年度任用職員
② 入学準備金
③ 防災に対する意識

佐藤 耕三 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14P

① 役場周辺の駐車場の確保
② 交通事故防止の対応
③ 朝食の給食

小野 光章 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13P

① 役場周辺の駐車場確保のその後
髙田 卓司 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11P

① 地域での支え合いの推進
② ヘルプカード

岡村 咲津紀 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12P

① ７月豪雨災害
② 小中学校教育の充実

仁科 英麿 議員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15P

※一般質問の原稿は質問者が作成しています。

一般
質問
一般
質問
一般
質問

一
般
質
問

髙
田

　卓
司 

議
員

役場周辺に駐車場の確保を
　　町長／状況を見て進める

混雑する駐車場

役
場
周
辺
に
は
人

の
集
ま
る
施
設
が

数
多
く
あ
る
が
駐
車
場
が
極

め
て
少
な
い
。
特
に
フ
ロ
イ

デ
の
イ
ベ
ン
ト
、
文
化
祭
の

と
き
は
問
題
で
あ
り
違
法
駐

車
も
多
く
発
生
し
て
い
る
。

❶
昨
年
６
月
議
会
で
大
内
町

長
は
、
適
地
が
あ
れ
ば
聞
き

た
い
、
職
員
の
駐
車
場
の
料

金
負
担
は
考
え
て
も
良
い
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
適
地
を
進
言
し
た
が
「
お

金
が
か
か
る
」
の
一
言
で
答

弁
は
ウ
ソ
だ
っ
た
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
町
長

は
ど
う
考
え
る
か
。

❷
建
物
と
駐
車
場
は
一
体
で

考
え
な
け
れ
ば
建
物
の
機
能

が
十
分
に
果
た
せ
な
い
。

　
し
か
し
里
庄
は
駐
車
場
が

少
な
す
ぎ
る
と
思
う
が
。

（
地
図
で
示
し
４
カ
所
提
言
）

❸
今
な
ら
役
場
周
辺
に
幾
ら

か
空
き
地
が
あ
る
が
開
発
業

者
が
入
る
前
、
今
の
う
ち
に

確
保
し
て
は
ど
う
か
。

❹
何
を
聞
い
て
も
お
金
が
な

い
。
財
源
が
な
い
と
言
う
が

本
当
に
財
源
状
況
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
し
か

問

し
必
要
な
こ
と
は
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
何
十
年
も
前
に
国
か
ら
も

ら
っ
た
「
ふ
る
さ
と
創
生
」

の
一
億
円
を
使
う
目
的
の
な

い
ま
ま
「
い
き
い
き
里
庄
基

金
」
と
し
て
積
立
て
て
い
る

が
、
こ
の
際
里
庄
町
発
展
の

た
め
使
っ
た
ら
ど
う
か
。

❺
建
物
に
は
駐
車
場
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
町
の
発
展

に
は
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る
。

　
町
長
は
以
前
確
保
で
き
る

所
が
あ
る
か
ど
う
か
具
体
的

に
わ
か
ら
な
い
。
費
用
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
答

弁
で
あ
っ
た
が
今
示
し
た
と

こ
ろ
で
わ
か
っ
た
と
思
う
。

　
工
事
費
も
や
り
方
次
第
で

安
価
な
方
法
が
あ
る
が
。

❻
開
発
業
者
が
入
る
前
に
急

い
で
対
応
す
る
べ
き
が
駐
車

場
の
確
保
だ
と
感
じ
て
い
る
。

こ
れ
を
進
め
る
か
ど
う
か
は

町
長
の
考
え
一
つ
で
あ
る
。

　
そ
の
判
断
を
的
確
に
早
く

し
て
ほ
し
い
が
。

❶
大
内
町
長
は
こ

の
議
会
の
場
で
も

そ
の
後
も
真
剣
に
答
え
、
考

え
た
と
思
う
。

　
議
員
が
ど
の
よ
う
な
場
所

を
示
し
た
か
は
わ
か
ら
な
い

が
そ
の
時
点
で
は
現
実
的
で

な
い
と
感
じ
た
と
思
う
。

❷
歴
代
の
町
長
は
駐
車
場
に

つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所

を
有
効
利
用
す
れ
ば
余
計
な

経
費
を
か
け
る
こ
と
な
く
活

用
で
き
る
と
考
え
建
設
し
た

と
思
う
。

❸
議
員
が
示
し
た
と
こ
ろ
は

当
然
確
認
は
し
て
い
る
。

　
土
地
を
購
入
し
、
地
盤
改

良
し
駐
車
場
に
す
る
と
な
れ

ば
多
額
の
費
用
が
必
要
。

❹
こ
の
基
金
を
取
り
崩
し
て

こ
れ
を
や
ろ
う
と
い
う
事
業

は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。
駐
車
場
確
保
の
財
源

に
ふ
る
さ
と
創
生
基
金
を
活

用
し
、
駐
車
場
確
保
は
考
え

て
い
な
い
。

❺
直
ち
に
５
〜
６
０
０
台
の

駐
車
枠
を
確
保
す
る
の
は
困

難
と
考
え
る
。

　
財
源
に
つ
い
て
も
、
今
基

金
を
取
り
崩
す
必
要
が
あ
る

か
な
と
感
じ
て
い
る
。

　
駐
車
場
が
直
ち
に
町
の
発

展
に
大
き
く
資
す
る
か
ど
う

か
す
ぐ
判
断
で
き
か
ね
る
。

❻
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の
時
は

不
足
し
て
い
る
。
何
と
か
解

消
で
き
た
ら
い
い
と
考
え
て

い
る
。

　
平
均
的
に
見
て
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
し
て
余
り
に
も
不
足

し
て
い
る
よ
う
な
ら
ば
少
し

ず
つ
で
も
解
消
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

❷
い
ろ
ん
な
イ
ベ

ン
ト
の
時
は
Ｊ
Ａ

の
駐
車
場
、
図
書
館
の
横
の

町
有
地
、
つ
ば
き
の
丘
運
動

公
園
の
駐
車
場
か
ら
バ
ス
輸

送
な
ど
で
工
夫
し
て
い
る
。

　
又
立
体
的
な
駐
車
場
に
す

れ
ば
倍
近
く
確
保
で
き
る
が

財
源
状
況
を
考
え
る
と
難
し

い
。 総

務
課
長

町
長
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０
０
台
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❻
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。
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一
般
質
問

一
般
質
問３

月
末
で
里
庄
町

の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
３
３
３
４
人
、
そ
の

中
で
要
介
護
の
認
定
者
が
６

２
７
人
を
超
え
、
高
齢
化
率

は
29
・
81
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
が

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
生

活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社

会
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
。

　
生
活
支
援
や
介
護
予
防
の

観
点
か
ら
、
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
の
推
進
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
多
様
な
日
常
生
活
の
支
援

体
制
の
充
実
や
強
化
、
及
び

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推
進

を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　
笠
岡
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

は
、
移
動
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　
町
は
計
画
が
あ
る
の
か
。

問

岡村咲津紀 議員

高
齢
者
の
生
活
支
援
は

　
　
　
　
　
　健
康
福
祉
課
長
／
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
問

西内食品南交差点

認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
修

了
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
自
主
的
に
登
録
を
し
、

「
地
域
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

し
て
独
居
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
訪
問
、
サ
ロ

ン
の
運
営
や
声
か
け
、
誘
い

出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
養
成
講
座
を
修
了
し
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会

員
登
録
を
し
、「
生
活
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
買
い
物

や
掃
除
、
洗
濯
物
を
畳
ん
で

収
納
す
る
こ
と
や
新
聞
を
束

ね
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
今

後
、
登
録
者
の
不
足
が
予
測

さ
れ
る
の
で
登
録
者
確
保
に

努
め
る
。

　
町
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
独
居
高
齢
者
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
訪
問
を
行

っ
て
い
る
が
、
日
常
の
変
化

に
気
づ
く
こ
と
に
は
限
界
が

あ
る
。　

移
動
支
援
は
、
必

要
な
有
効
事
業
と

考
え
る
。

　
町
で
も
今
後
、
可
能
か
ど

う
か
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

健
康
福
祉

課

　
　長

町
長

ヘルプカードの推進は
　  　　健康福祉課長／認知度は低い

平
成
29
年
度
か
ら
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
導
入
し
て

い
る
。

　「
あ
な
た
の
支
援
が
必
要

で
す
」
と
、
意
思
表
示
が
表

現
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
勧

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
役
に
立

つ
も
の
に
す
る
に
は
、
健
常

者
の
理
解
と
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
が
町
の
取
り
組

み
は
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し

て
い
る
方
、
内
部
障
害
や
聴

覚
障
害
の
あ
る
方
、
ま
た
難

病
の
あ
る
方
、
ま
た
妊
娠
初

期
の
方
な
ど
外
見
か
ら
わ
か

り
に
く
い
方
へ
配
慮
や
援
助

を
得
や
す
く
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

　
普
及
啓
発
は
健
康
ま
つ
り

や
広
報
紙
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
の
協

力
に
よ
り
各
種
団
体
の
総
会
、

研
修
会
で
行
っ
て
い
る
。

　
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、

問

普
及
啓
発
活
動
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
も
障
害
者
３
団
体
と

連
携
を
図
り
、
広
報
媒
体
や

各
種
団
体
の
総
会
、
研
修
会

な
ど
で
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
。ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
・

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の

普
及
促
進
に
向
け
て
障
害
者

が
、
社
会
の
中
に
い
て
当
た

り
前
と
い
う
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
を
進
め

て
い
く
上
で
も
、
小
・
中
学

校
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
中
で
も
そ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
全

て
の
人
が
住
み
や
す
い
社
会

の
実
現
に
向
け
て
障
害
者
理

解
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

健
康
福
祉

課

　
　長

町
長

役
場
周
辺
の
駐
車

場
確
保
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

❶
駐
車
場
確
保
に
向
け
て
明

る
い
光
は
見
え
て
い
る
か
。

❷
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
時
路
上

駐
車
が
多
く
、
通
行
に
危
険

を
感
じ
る
。
状
況
は
把
握
し

て
い
る
か
。
ど
の
様
な
対
応

を
考
え
て
い
る
か
。

❸
今
ま
で
の
広
報
活
動
だ
け

で
は
治
っ
て
い
な
い
の
が
実

態
。
今
以
上
に
前
向
き
な
危

険
防
止
の
た
め
の
施
策
は
。

❶
鋭
意
努
力
し
、

来
年
度
予
算
に
計

上
と
い
っ
た
形
で
進
め
ら
れ

た
ら
と
考
え
て
い
る
。

❷
警
備
員
を
配
置
、
交
通
指

導
員
の
方
に
も
世
話
に
な
っ

て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
前
か
ら

広
報
活
動
を
通
し
て
徹
底
を

続
け
る
。

❸
駐
車
を
し
な
い
よ
う
に
、

三
角
コ
ー
ン
を
出
す
。

　
町
民
の
方
に
、
意
識
し
て

も
ら
う
し
か
な
い
。

小
野

　光
章 

議
員

路上駐車が多い危険
　　　総務課長／町民に意識してもらう

問

私
は
、
交
通
事
故

は
、
運
転
者
み
ず

か
ら
が
安
全
を
守
っ
て
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
る
と
い
う
自

覚
が
あ
れ
ば
、
防
げ
る
。
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
人
間

は
１
０
０
％
の
行
動
は
で
き

な
い
。

　
町
道
里
見
２
２
９
号
線
の

西
内
食
品
南
側
交
差
点
で
は

交
通
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
。

町
民
も
「
危
険
だ
」
と
指
摘

す
る
場
所
で
あ
る
。

❶
執
行
部
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

❷
感
応
式
の
信
号
機
な
ら
対

応
で
き
な
い
か
。
検
討
し
た

か
。
大
き
な
事
故
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
対
策
を
考
え
て

欲
し
い
。

❶
信
号
機
の
設
置

は
現
時
点
で
難
し

い
。
こ
の
た
め
安
全
対
策
と

し
て
、
交
差
点
内
に
注
意
喚

問 事
故
防
止
策
を

農
林
建
設
課
長
／
優
先
道
路
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　は
っ
き
り
さ
せ
る

起
の
カ
ラ
ー
舗
装
を
施
工
し
、

交
差
点
中
央
に
交
差
点
鋲
や
、

ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
な
ど
の
車
線

分
離
標
、
デ
リ
ネ
ー
タ
な
ど

の
視
線
誘
導
標
を
設
定
し
て

い
る
。

❷
信
号
機
が
全
然
ゼ
ロ
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。　
　
　
　

　
ど
ち
ら
の
道
路
が
優
先
な

の
か
を
、
は
っ
き
り
さ
せ
る

た
め
の
施
策
を
実
施
し
た
い
。

❶
毎
月
２
回
、
交

通
指
導
員
を
中
心

に
、
朝
の
通
学
見
守
り
活
動

を
実
施
。
歩
行
者
や
自
転
車

へ
の
交
通
安
全
誘
導
を
実
施
。

　
幼
稚
園
児
に
対
す
る
交
通

安
全
教
育
、
中
学
生
等
へ
の

夜
行
た
す
き
の
配
付
、
春
、

秋
の
交
通
安
全
運
動
な
ど
実

施
し
て
い
る
。

　
交
通
事
故
多
発
箇
所
に
つ

い
て
把
握
、
町
民
へ
の
啓
発

活
動
を
、
今
ま
で
通
り
実
施
。

総
務

課
長

農
林
建
設

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

朝
食
を
摂
ら
な
い

で
登
校
す
る
児
童

に
対
し
て
、
朝
食
の
給
食
を

実
施
し
た
ら
学
習
に
集
中
力

が
出
た
と
い
う
学
校
が
あ
る
。

　
朝
食
を
摂
ら
な
い
で
登
校

す
る
子
供
が
ど
の
く
ら
い
い

る
か
、
把
握
し
て
い
る
か
。

　
今
後
も
、
動
向
を
調
査
し
、

そ
れ
な
り
に
対
応
を
す
る
よ

う
に
。 問 朝

食
給
食
を

教
委
事
務
局
長
／
ア
ン
ケ
ー
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　実
施
し
て
い
る

小
・
中
学
校
と
も

に
朝
食
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
基
本
的
な

生
活
習
慣
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
。

　
小
・
中
学
生
合
わ
せ
て
約

18
人
ほ
ど
食
べ
な
い
と
回
答

し
て
い
る
。

教
委
事
務

局

　
　長

ヘルプカード
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一
般
質
問

一
般
質
問３

月
末
で
里
庄
町

の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
は
３
３
３
４
人
、
そ
の

中
で
要
介
護
の
認
定
者
が
６

２
７
人
を
超
え
、
高
齢
化
率

は
29
・
81
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
が

自
分
ら
し
く
生
き
生
き
と
生

活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
社

会
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
。

　
生
活
支
援
や
介
護
予
防
の

観
点
か
ら
、
生
活
支
援
体
制

整
備
事
業
の
推
進
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　
多
様
な
日
常
生
活
の
支
援

体
制
の
充
実
や
強
化
、
及
び

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
推
進

を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　
笠
岡
の
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

は
、
移
動
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　
町
は
計
画
が
あ
る
の
か
。

問

岡村咲津紀 議員

高
齢
者
の
生
活
支
援
は

　
　
　
　
　
　健
康
福
祉
課
長
／
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
が
訪
問

西内食品南交差点

認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
修

了
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
自
主
的
に
登
録
を
し
、

「
地
域
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

し
て
独
居
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
の
訪
問
、
サ
ロ

ン
の
運
営
や
声
か
け
、
誘
い

出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
養
成
講
座
を
修
了
し
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
会

員
登
録
を
し
、「
生
活
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
買
い
物

や
掃
除
、
洗
濯
物
を
畳
ん
で

収
納
す
る
こ
と
や
新
聞
を
束

ね
る
こ
と
を
行
っ
て
い
る
。

　
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
今

後
、
登
録
者
の
不
足
が
予
測

さ
れ
る
の
で
登
録
者
確
保
に

努
め
る
。

　
町
の
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
独
居
高
齢
者
や
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
訪
問
を
行

っ
て
い
る
が
、
日
常
の
変
化

に
気
づ
く
こ
と
に
は
限
界
が

あ
る
。　

移
動
支
援
は
、
必

要
な
有
効
事
業
と

考
え
る
。

　
町
で
も
今
後
、
可
能
か
ど

う
か
調
査
研
究
を
し
て
い
く
。

健
康
福
祉

課

　
　長

町
長

ヘルプカードの推進は
　  　　健康福祉課長／認知度は低い

平
成
29
年
度
か
ら
、

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
・

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
を
導
入
し
て

い
る
。

　「
あ
な
た
の
支
援
が
必
要

で
す
」
と
、
意
思
表
示
が
表

現
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
勧

め
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
役
に
立

つ
も
の
に
す
る
に
は
、
健
常

者
の
理
解
と
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
が
町
の
取
り
組

み
は
。

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
は
、

義
足
や
人
工
関
節
を
使
用
し

て
い
る
方
、
内
部
障
害
や
聴

覚
障
害
の
あ
る
方
、
ま
た
難

病
の
あ
る
方
、
ま
た
妊
娠
初

期
の
方
な
ど
外
見
か
ら
わ
か

り
に
く
い
方
へ
配
慮
や
援
助

を
得
や
す
く
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
。

　
普
及
啓
発
は
健
康
ま
つ
り

や
広
報
紙
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、

ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
の
協

力
に
よ
り
各
種
団
体
の
総
会
、

研
修
会
で
行
っ
て
い
る
。

　
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、

問

普
及
啓
発
活
動
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　
今
後
も
障
害
者
３
団
体
と

連
携
を
図
り
、
広
報
媒
体
や

各
種
団
体
の
総
会
、
研
修
会

な
ど
で
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
き
た
い
。ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
・

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の

普
及
促
進
に
向
け
て
障
害
者

が
、
社
会
の
中
に
い
て
当
た

り
前
と
い
う
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
の
考
え
方
を
進
め

て
い
く
上
で
も
、
小
・
中
学

校
に
お
け
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
教
育
の
中
で
も
そ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
全

て
の
人
が
住
み
や
す
い
社
会

の
実
現
に
向
け
て
障
害
者
理

解
を
深
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

健
康
福
祉

課

　
　長

町
長

役
場
周
辺
の
駐
車

場
確
保
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

❶
駐
車
場
確
保
に
向
け
て
明

る
い
光
は
見
え
て
い
る
か
。

❷
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
時
路
上

駐
車
が
多
く
、
通
行
に
危
険

を
感
じ
る
。
状
況
は
把
握
し

て
い
る
か
。
ど
の
様
な
対
応

を
考
え
て
い
る
か
。

❸
今
ま
で
の
広
報
活
動
だ
け

で
は
治
っ
て
い
な
い
の
が
実

態
。
今
以
上
に
前
向
き
な
危

険
防
止
の
た
め
の
施
策
は
。

❶
鋭
意
努
力
し
、

来
年
度
予
算
に
計

上
と
い
っ
た
形
で
進
め
ら
れ

た
ら
と
考
え
て
い
る
。

❷
警
備
員
を
配
置
、
交
通
指

導
員
の
方
に
も
世
話
に
な
っ

て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
前
か
ら

広
報
活
動
を
通
し
て
徹
底
を

続
け
る
。

❸
駐
車
を
し
な
い
よ
う
に
、

三
角
コ
ー
ン
を
出
す
。

　
町
民
の
方
に
、
意
識
し
て

も
ら
う
し
か
な
い
。

小
野

　光
章 

議
員

路上駐車が多い危険
　　　総務課長／町民に意識してもらう

問

私
は
、
交
通
事
故

は
、
運
転
者
み
ず

か
ら
が
安
全
を
守
っ
て
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
る
と
い
う
自

覚
が
あ
れ
ば
、
防
げ
る
。
と

思
っ
て
い
る
。
し
か
し
人
間

は
１
０
０
％
の
行
動
は
で
き

な
い
。

　
町
道
里
見
２
２
９
号
線
の

西
内
食
品
南
側
交
差
点
で
は

交
通
事
故
が
後
を
絶
た
な
い
。

町
民
も
「
危
険
だ
」
と
指
摘

す
る
場
所
で
あ
る
。

❶
執
行
部
は
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

❷
感
応
式
の
信
号
機
な
ら
対

応
で
き
な
い
か
。
検
討
し
た

か
。
大
き
な
事
故
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
対
策
を
考
え
て

欲
し
い
。

❶
信
号
機
の
設
置

は
現
時
点
で
難
し

い
。
こ
の
た
め
安
全
対
策
と

し
て
、
交
差
点
内
に
注
意
喚

問 事
故
防
止
策
を

農
林
建
設
課
長
／
優
先
道
路
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　は
っ
き
り
さ
せ
る

起
の
カ
ラ
ー
舗
装
を
施
工
し
、

交
差
点
中
央
に
交
差
点
鋲
や
、

ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
な
ど
の
車
線

分
離
標
、
デ
リ
ネ
ー
タ
な
ど

の
視
線
誘
導
標
を
設
定
し
て

い
る
。

❷
信
号
機
が
全
然
ゼ
ロ
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。　
　
　
　

　
ど
ち
ら
の
道
路
が
優
先
な

の
か
を
、
は
っ
き
り
さ
せ
る

た
め
の
施
策
を
実
施
し
た
い
。

❶
毎
月
２
回
、
交

通
指
導
員
を
中
心

に
、
朝
の
通
学
見
守
り
活
動

を
実
施
。
歩
行
者
や
自
転
車

へ
の
交
通
安
全
誘
導
を
実
施
。

　
幼
稚
園
児
に
対
す
る
交
通

安
全
教
育
、
中
学
生
等
へ
の

夜
行
た
す
き
の
配
付
、
春
、

秋
の
交
通
安
全
運
動
な
ど
実

施
し
て
い
る
。

　
交
通
事
故
多
発
箇
所
に
つ

い
て
把
握
、
町
民
へ
の
啓
発

活
動
を
、
今
ま
で
通
り
実
施
。

総
務

課
長

農
林
建
設

課

　
　長

企
画
商
工

課

　
　長

朝
食
を
摂
ら
な
い

で
登
校
す
る
児
童

に
対
し
て
、
朝
食
の
給
食
を

実
施
し
た
ら
学
習
に
集
中
力

が
出
た
と
い
う
学
校
が
あ
る
。

　
朝
食
を
摂
ら
な
い
で
登
校

す
る
子
供
が
ど
の
く
ら
い
い

る
か
、
把
握
し
て
い
る
か
。

　
今
後
も
、
動
向
を
調
査
し
、

そ
れ
な
り
に
対
応
を
す
る
よ

う
に
。 問 朝

食
給
食
を

教
委
事
務
局
長
／
ア
ン
ケ
ー
ト
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　実
施
し
て
い
る

小
・
中
学
校
と
も

に
朝
食
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
基
本
的
な

生
活
習
慣
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
る
。

　
小
・
中
学
生
合
わ
せ
て
約

18
人
ほ
ど
食
べ
な
い
と
回
答

し
て
い
る
。

教
委
事
務

局

　
　長

ヘルプカード
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❶
会
計
年
度
任
用

職
員
の
制
度
が
導

入
さ
れ
影
響
を
受
け
る
職
員

数
は
。

　
賃
金
や
福
利
厚
生
は
ど
う

な
る
の
か
。
仕
事
の
調
整
弁

に
な
ら
な
い
の
か
。

❷
希
望
す
る
職
員
は
選
考
で

正
規
採
用
す
る
考
え
は
。

❶
非
正
規
の
職
員

78
人
。
福
利
厚
生
、

期
末
手
当
の
支
給
等
が
明
確

に
な
り
、
調
整
弁
に
な
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

❷
定
数
の
問
題
が
あ
る
た
め

で
き
な
い
。

問

佐藤　耕三 議員

　調
整
弁
に
な
ら
な
い
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　総
務
課
長
／
調
整
弁
に
な
る
こ
と
は
な
い入学前の３月支給を

　  　教委事務局長／前向きに検討していきたい

災害経験後、変わった点は
　  　町長／災害予防合わせ基盤整備に取り組む

役場 1階窓口

❶
入
学
準
備
金
を

入
学
前
に
支
給
し

て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
入
学
前
に
支
給
す
る
こ

と
で
デ
メ
リ
ッ
ト
・
リ
ス
ク

は
あ
る
の
か
。

❷
浅
口
市
で
も
、
今
年
度
か

ら
は
４
月
に
支
給
さ
れ
来
年

度
か
ら
は
３
月
に
は
支
給
さ

れ
る
。
里
庄
も
入
学
前
の
３

月
支
給
を
願
う
が
、
答
弁
を
。

❶
そ
の
家
庭
に
と

っ
て
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
と
思
う
が
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
現
状
調
査
す
る
範
囲

で
は
聞
い
て
い
な
い
。

❷
今
後
、
援
助
が
必
要
な
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
、
適
切

に
実
施
で
き
る
時
期
を
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長

教
委
事
務

局

　
　長

❶
豪
雨
被
害
の
復

旧
作
業
が
人
手
不

足
で
思
い
ど
お
り
に
進
ん
で

い
な
い
現
状
を
、
ど
う
思
う

か
。

❷
防
災
士
同
士
の
連
携
の
た

め
に
も
、
も
っ
と
勉
強
会
や

交
流
の
場
を
設
け
て
は
。

❸
個
人
所
有
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
修
理
を
国
の
交
付
金
を
活

用
し
て
進
め
て
は
ど
う
か
。

❹
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

問

に
つ
い
て
、
３
月
の
時
点
と

災
害
を
経
験
し
た
今
で
変
わ

っ
た
点
は
な
い
か
。

❶
一
日
も
早
く
復

旧
工
事
が
完
了
す

る
よ
う
に
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

❹
災
害
復
旧
の
迅
速
化
や
災

害
予
防
、
情
報
伝
達
手
段
の

確
立
も
重
要
し
っ
か
り
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
る
。
あ
わ
せ
て
、
町

の
発
展
に
資
す
る
基
盤
整
備
、

社
会
資
本
整
備
に
も
力
強
く

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

❷
一
斉
に
集
ま
る

講
演
会
、
講
習
会

等
を
開
催
し
、
防
災
士
の
組

織
が
活
性
化
し
、
災
害
時
に

力
が
出
せ
る
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
。

❸
現
時
点
で
は
、

効
果
促
進
事
業
と

し
て
の
制
度
。

　
今
後
基
幹
事
業
と
し
て
認

め
ら
れ
、
県
内
の
動
向
を
見

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

総
務

課
長
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一
般
質
問

一
般
質
問

７
月
豪
雨
災
害
に

つ
い
て
、
続
き
を

問
う
。

❶
最
終
の
被
害
状
況
は
。

❷
災
害
義
援
金
が
県
か
ら
５

１
９
万
円
来
て
い
る
。
そ
の

他
に
単
独
分
が
あ
る
か
。

　
収
入
、
支
出
は
ど
う
だ
っ

た
か
、
配
分
は
ど
う
し
た
か
。

❸
県
が
市
町
村
に
配
分
す
る

の
は
、
市
町
村
は
実
情
に
合

わ
せ
て
配
分
し
て
い
い
と
い

う
趣
旨
と
聞
く
。

　
被
災
証
明
に
配
分
し
な
か

っ
た
の
は
、
一
部
切
り
捨
て

の
格
好
。
ど
う
い
う
考
え
か
。

❹
議
会
へ
の
協
議
、
報
告
等

が
一
切
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
一
切
の
収
入
、
支
出
は
全

て
予
算
に
編
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
自

治
法
に
違
反
し
な
い
か
。

❺
予
算
に
入
れ
て
、
議
会
と

一
緒
に
議
論
し
て
は
。

　
全
国
か
ら
も
ら
っ
た
も
の

を
公
平
に
分
配
す
る
に
は
、

皆
が
知
恵
を
出
し
て
良
い
案

を
作
る
こ
と
が
必
要
。

❻
避
難
情
報
発
令
の
基
準
や

仕
方
、
伝
達
方
法
で
、
変
わ

っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

仁
科

　英
麿 

議
員

災害義援金の配分
　　予算に入れ、議会と一緒に良い案を
　　　町長／できるだけ早く届けたい

問

❼
防
災
行
政
無
線
の
導
入
を

含
め
、
新
し
い
伝
達
シ
ス
テ

ム
の
構
築
は
、
ど
う
い
う
方

向
で
研
究
中
な
の
か
。

　
今
ど
う
い
う
作
業
を
し
て

い
る
の
か
。

❽
役
場
に
あ
る
雨
量
計
や
災

対
本
部
に
入
っ
た
情
報
の
主

な
こ
と
は
、
時
々
刻
々
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
流
せ
な
い
か
。

❾
高
岡
及
び
屋
中
は
鴨
方
町

の
避
難
施
設
も
使
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
、
浅
口
市
と

の
協
定
が
進
ん
で
い
な
い
。

な
ぜ
か
。

10
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
方

へ
の
対
応
の
た
め
の
個
別
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

11
天
草
池
運
動
公
園
横
の
水

路
は
、
大
雨
が
降
る
た
び
に

溢
れ
、
脇
の
道
路
は
通
行
不

能
に
な
っ
て
い
る
。

　
専
門
家
に
調
査
委
託
し
、

抜
本
的
な
対
策
案
を
出
し
て

も
ら
っ
て
は
。

12
湯
ノ
池
の
余
水
吐
の
水
が

農
業
用
水
利
の
溝
に
入
っ
て
、

殿
迫
や
池
田
の
方
に
流
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

　
里
見
川
に
入
る
よ
う
に
至

急
改
善
策
を
検
討
す
べ
き
。

ど
う
考
え
る
か
。

❶
農
林
水
産
施
設

39
カ
所
、
公
共
施

設
74
カ
所
、
計
１
１
３
カ
所

が
被
災
し
た
。

11
今
後
浅
口
市
と
対
応
を
検

討
し
た
い
。

　
ま
た
、
里
見
川
自
体
の
水

位
を
下
げ
る
こ
と
を
県
に
要

望
し
た
い
。❶

住
家
被
害
の
罹

災
証
明
16
件
、
住

家
以
外
の
被
災
証
明
７
件
。

❹
全
員
協
議
会
で
最
終
的
な

説
明
を
詳
し
く
す
る
考
え
。

　
被
災
者
へ
の
義
援
金
を
一

時
的
に
町
で
預
か
っ
て
い
る

と
の
観
点
か
ら
、
町
の
歳
入

に
は
含
め
な
い
考
え
。

❻
分
館
長
へ
の
情
報
伝
達
方

法
の
見
直
し
、
改
善
を
研
究

し
て
い
る
。

❼
現
在
、
複
数
社
か
ら
具
体

的
な
シ
ス
テ
ム
の
概
要
な
ど

を
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
財
源
確
保
を
念
頭

に
、
県
と
も
協
議
し
て
い
る
。

❽
防
災
無
線
が
導
入
で
き
れ

ば
、
研
究
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　
小
・
中
学
校
に
お
け
る

郷
土
の
歴
史
、
地
理
、
産

業
、
人
に
関
す
る
教
育
の

充
実
に
つ
い
て

Ｑ
今
回
の
豪
雨
災
害
を
受
け

て
、
郷
土
の
歴
史
や
地
理

を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
が

改
め
て
強
く
指
摘
さ
れ
て

き
て
い
る
が
。

Ａ
小
３
の
社
会
科
で
は
「
私

た
ち
の
里
庄
町
」
と
い
う

副
読
本
を
使
っ
て
学
習
し

て
い
る
ほ
か
、
各
学
年
で

実
施
。

Ｑ
中
学
卒
業
ま
で
に
郷
土
全

般
に
つ
い
て
き
ち
っ
と
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
。

　
　
そ
の
た
め
の
教
材
を
作

っ
て
は
。

Ａ
今
後
工
夫
、
検
討
し
た
い
。

問

町
長

農
林
建
設

課

　
　長

❾
設
置
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
費

用
負
担
の
問
題
な
ど
、
も
う

少
し
す
り
合
わ
せ
が
必
要
。

10
今
後
研
究
し
た
い
。

　

❷
本
町
へ
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
は
、

社
協
を
通
じ
て
日
赤
岡
山
県

支
部
に
送
金
し
た
。

　
配
分
割
合
は
、
県
の
基
準

に
倣
っ
て
い
る
。

❸
県
か
ら
罹
災
証
明
の
件
数

に
基
づ
い
て
き
て
い
る
た
め
。

❺
で
き
る
だ
け
早

く
、
公
平
に
被
災

者
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
観
点
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
議
会
を
軽
視
す
る
つ
も
り

は
な
い
。

12
早
目
に
堰
板
を

外
す
、
た
め
池
の

水
位
を
下
げ
て
お
く
等
を
、

強
く
呼
び
か
け
た
い
。

農
林
建
設

課

　
　長

総
務

課
長

健
康
福
祉

課

　
　長

町
長

農
林
建
設
課

参

　
　事
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❶
会
計
年
度
任
用

職
員
の
制
度
が
導

入
さ
れ
影
響
を
受
け
る
職
員

数
は
。

　
賃
金
や
福
利
厚
生
は
ど
う

な
る
の
か
。
仕
事
の
調
整
弁

に
な
ら
な
い
の
か
。

❷
希
望
す
る
職
員
は
選
考
で

正
規
採
用
す
る
考
え
は
。

❶
非
正
規
の
職
員

78
人
。
福
利
厚
生
、

期
末
手
当
の
支
給
等
が
明
確

に
な
り
、
調
整
弁
に
な
る
こ

と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

❷
定
数
の
問
題
が
あ
る
た
め

で
き
な
い
。

問

佐藤　耕三 議員

　調
整
弁
に
な
ら
な
い
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　総
務
課
長
／
調
整
弁
に
な
る
こ
と
は
な
い入学前の３月支給を

　  　教委事務局長／前向きに検討していきたい

災害経験後、変わった点は
　  　町長／災害予防合わせ基盤整備に取り組む

役場 1階窓口

❶
入
学
準
備
金
を

入
学
前
に
支
給
し

て
い
る
自
治
体
が
増
え
て
い

る
。
入
学
前
に
支
給
す
る
こ

と
で
デ
メ
リ
ッ
ト
・
リ
ス
ク

は
あ
る
の
か
。

❷
浅
口
市
で
も
、
今
年
度
か

ら
は
４
月
に
支
給
さ
れ
来
年

度
か
ら
は
３
月
に
は
支
給
さ

れ
る
。
里
庄
も
入
学
前
の
３

月
支
給
を
願
う
が
、
答
弁
を
。

❶
そ
の
家
庭
に
と

っ
て
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
と
思
う
が
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
現
状
調
査
す
る
範
囲

で
は
聞
い
て
い
な
い
。

❷
今
後
、
援
助
が
必
要
な
生

徒
の
保
護
者
に
対
し
、
適
切

に
実
施
で
き
る
時
期
を
前
向

き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長

教
委
事
務

局

　
　長

❶
豪
雨
被
害
の
復

旧
作
業
が
人
手
不

足
で
思
い
ど
お
り
に
進
ん
で

い
な
い
現
状
を
、
ど
う
思
う

か
。

❷
防
災
士
同
士
の
連
携
の
た

め
に
も
、
も
っ
と
勉
強
会
や

交
流
の
場
を
設
け
て
は
。

❸
個
人
所
有
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
修
理
を
国
の
交
付
金
を
活

用
し
て
進
め
て
は
ど
う
か
。

❹
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

問

に
つ
い
て
、
３
月
の
時
点
と

災
害
を
経
験
し
た
今
で
変
わ

っ
た
点
は
な
い
か
。

❶
一
日
も
早
く
復

旧
工
事
が
完
了
す

る
よ
う
に
一
生
懸
命
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

❹
災
害
復
旧
の
迅
速
化
や
災

害
予
防
、
情
報
伝
達
手
段
の

確
立
も
重
要
し
っ
か
り
や
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
る
。
あ
わ
せ
て
、
町

の
発
展
に
資
す
る
基
盤
整
備
、

社
会
資
本
整
備
に
も
力
強
く

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

❷
一
斉
に
集
ま
る

講
演
会
、
講
習
会

等
を
開
催
し
、
防
災
士
の
組

織
が
活
性
化
し
、
災
害
時
に

力
が
出
せ
る
よ
う
進
め
て
い

き
た
い
。

❸
現
時
点
で
は
、

効
果
促
進
事
業
と

し
て
の
制
度
。

　
今
後
基
幹
事
業
と
し
て
認

め
ら
れ
、
県
内
の
動
向
を
見

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

総
務

課
長
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一
般
質
問

一
般
質
問

７
月
豪
雨
災
害
に

つ
い
て
、
続
き
を

問
う
。

❶
最
終
の
被
害
状
況
は
。

❷
災
害
義
援
金
が
県
か
ら
５

１
９
万
円
来
て
い
る
。
そ
の

他
に
単
独
分
が
あ
る
か
。

　
収
入
、
支
出
は
ど
う
だ
っ

た
か
、
配
分
は
ど
う
し
た
か
。

❸
県
が
市
町
村
に
配
分
す
る

の
は
、
市
町
村
は
実
情
に
合

わ
せ
て
配
分
し
て
い
い
と
い

う
趣
旨
と
聞
く
。

　
被
災
証
明
に
配
分
し
な
か

っ
た
の
は
、
一
部
切
り
捨
て

の
格
好
。
ど
う
い
う
考
え
か
。

❹
議
会
へ
の
協
議
、
報
告
等

が
一
切
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
一
切
の
収
入
、
支
出
は
全

て
予
算
に
編
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
自

治
法
に
違
反
し
な
い
か
。

❺
予
算
に
入
れ
て
、
議
会
と

一
緒
に
議
論
し
て
は
。

　
全
国
か
ら
も
ら
っ
た
も
の

を
公
平
に
分
配
す
る
に
は
、

皆
が
知
恵
を
出
し
て
良
い
案

を
作
る
こ
と
が
必
要
。

❻
避
難
情
報
発
令
の
基
準
や

仕
方
、
伝
達
方
法
で
、
変
わ

っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

仁
科

　英
麿 

議
員

災害義援金の配分
　　予算に入れ、議会と一緒に良い案を
　　　町長／できるだけ早く届けたい

問

❼
防
災
行
政
無
線
の
導
入
を

含
め
、
新
し
い
伝
達
シ
ス
テ

ム
の
構
築
は
、
ど
う
い
う
方

向
で
研
究
中
な
の
か
。

　
今
ど
う
い
う
作
業
を
し
て

い
る
の
か
。

❽
役
場
に
あ
る
雨
量
計
や
災

対
本
部
に
入
っ
た
情
報
の
主

な
こ
と
は
、
時
々
刻
々
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
流
せ
な
い
か
。

❾
高
岡
及
び
屋
中
は
鴨
方
町

の
避
難
施
設
も
使
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
、
浅
口
市
と

の
協
定
が
進
ん
で
い
な
い
。

な
ぜ
か
。

10
高
齢
者
、
障
害
の
あ
る
方

へ
の
対
応
の
た
め
の
個
別
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

11
天
草
池
運
動
公
園
横
の
水

路
は
、
大
雨
が
降
る
た
び
に

溢
れ
、
脇
の
道
路
は
通
行
不

能
に
な
っ
て
い
る
。

　
専
門
家
に
調
査
委
託
し
、

抜
本
的
な
対
策
案
を
出
し
て

も
ら
っ
て
は
。

12
湯
ノ
池
の
余
水
吐
の
水
が

農
業
用
水
利
の
溝
に
入
っ
て
、

殿
迫
や
池
田
の
方
に
流
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

　
里
見
川
に
入
る
よ
う
に
至

急
改
善
策
を
検
討
す
べ
き
。

ど
う
考
え
る
か
。

❶
農
林
水
産
施
設

39
カ
所
、
公
共
施

設
74
カ
所
、
計
１
１
３
カ
所

が
被
災
し
た
。

11
今
後
浅
口
市
と
対
応
を
検

討
し
た
い
。

　
ま
た
、
里
見
川
自
体
の
水

位
を
下
げ
る
こ
と
を
県
に
要

望
し
た
い
。❶

住
家
被
害
の
罹

災
証
明
16
件
、
住

家
以
外
の
被
災
証
明
７
件
。

❹
全
員
協
議
会
で
最
終
的
な

説
明
を
詳
し
く
す
る
考
え
。

　
被
災
者
へ
の
義
援
金
を
一

時
的
に
町
で
預
か
っ
て
い
る

と
の
観
点
か
ら
、
町
の
歳
入

に
は
含
め
な
い
考
え
。

❻
分
館
長
へ
の
情
報
伝
達
方

法
の
見
直
し
、
改
善
を
研
究

し
て
い
る
。

❼
現
在
、
複
数
社
か
ら
具
体

的
な
シ
ス
テ
ム
の
概
要
な
ど

を
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
財
源
確
保
を
念
頭

に
、
県
と
も
協
議
し
て
い
る
。

❽
防
災
無
線
が
導
入
で
き
れ

ば
、
研
究
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　
小
・
中
学
校
に
お
け
る

郷
土
の
歴
史
、
地
理
、
産

業
、
人
に
関
す
る
教
育
の

充
実
に
つ
い
て

Ｑ
今
回
の
豪
雨
災
害
を
受
け

て
、
郷
土
の
歴
史
や
地
理

を
学
ぶ
こ
と
の
重
要
性
が

改
め
て
強
く
指
摘
さ
れ
て

き
て
い
る
が
。

Ａ
小
３
の
社
会
科
で
は
「
私

た
ち
の
里
庄
町
」
と
い
う

副
読
本
を
使
っ
て
学
習
し

て
い
る
ほ
か
、
各
学
年
で

実
施
。

Ｑ
中
学
卒
業
ま
で
に
郷
土
全

般
に
つ
い
て
き
ち
っ
と
把

握
す
る
こ
と
が
重
要
。

　
　
そ
の
た
め
の
教
材
を
作

っ
て
は
。

Ａ
今
後
工
夫
、
検
討
し
た
い
。

問

町
長

農
林
建
設

課

　
　長

❾
設
置
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
費

用
負
担
の
問
題
な
ど
、
も
う

少
し
す
り
合
わ
せ
が
必
要
。

10
今
後
研
究
し
た
い
。

　

❷
本
町
へ
寄
せ
ら

れ
た
義
援
金
は
、

社
協
を
通
じ
て
日
赤
岡
山
県

支
部
に
送
金
し
た
。

　
配
分
割
合
は
、
県
の
基
準

に
倣
っ
て
い
る
。

❸
県
か
ら
罹
災
証
明
の
件
数

に
基
づ
い
て
き
て
い
る
た
め
。

❺
で
き
る
だ
け
早

く
、
公
平
に
被
災

者
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
観
点
で
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
議
会
を
軽
視
す
る
つ
も
り

は
な
い
。

12
早
目
に
堰
板
を

外
す
、
た
め
池
の

水
位
を
下
げ
て
お
く
等
を
、

強
く
呼
び
か
け
た
い
。

農
林
建
設

課

　
　長

総
務

課
長

健
康
福
祉

課

　
　長

町
長

農
林
建
設
課

参

　
　事
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東
平
井
子
供
会
は
、
幼
稚

園
児
か
ら
小
学
校
六
年
生
ま

で
を
対
象
と
し
、
現
在
三
世

帯
五
名
で
、
少
な
い
人
数
で

は
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
で

和
気
あ
い
あ
い
と
仲
良
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
春
に
は
、
歓
送
迎
会
を
兼

ね
た
総
会
で
、
福
山
に
バ
イ

キ
ン
グ
を
食
べ
に
行
き
、
親

睦
を
図
り
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
は
、
里
庄
ハ
イ

ツ
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に
ラ

ジ
オ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　
冬
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
会

を
行
い
、
今
回
は
モ
ダ
ン
し

め
縄
を
作
り
ま
し
た
。「
ど
ん

な
色
が
良
い
か
な
？
」「
飾
り

付
け
は
ど
う
す
る
？
」
な
ど

と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
友
達
と
相

談
し
て
、
個
性
豊
か
な
し
め

縄
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
お
菓
子
や
飲
み
物

で
会
話
も
弾
み
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、分
館
の
サ
ロ
ン「
笑

楽
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
誘
っ

て
い
た
だ
き
、
五
月
の
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
七
月
の
そ

う
め
ん
流
し
、
九
月
の
ミ
ニ

花
火
大
会
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

に
参
加
し
、
地
域
の
皆
様
と

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
高
学

年
の
小
学
生
が
い
な
い
た
め
、

毎
日
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や

子
ど
も
一
一
〇
番
の
設
置
な

ど
、
子
ど
も
達
の
安
全
に
気

を
配
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
資
源
回
収
や
募
金
な
ど

に
も
積
極
的
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
活
動
を

通
し
て
交
流
を
図
り
な
が
ら
、

子
ど
も
達
の
成
長
を
温
か
く

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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和
気
あ
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あ
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仲
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動
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　明けましておめでとうござ
います。
　近年町内でも猪の被害が
増えていますが、猪は無病
息災の象徴とも言われます。
　今年一年みなさまにとって
幸多い一年になるよう心より
お祈りいたします。（

16）
…
…
…
…
…
…
…
…

シ
リ
ー
ズ
“
地
域
の
子
ど
も
た
ち
”（
東
平
井
子
供
会
）

（
10）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

町
政
を
問
う
！
（
5人
が
登
壇
）

（
5）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

条
例
制
定
「
緑
地
面
積
率
が
緩
和
!」

（
3）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

補
正
予
算
は
全
て
全
会
一
致

（
7）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

請
願
1件
を
採
択
、
国
へ
意
見
書
を
提
出

（佐藤）
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